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議会だよりライブラリーで過去の
議会だよりも見ることができます

表紙写真｜青空のもとで米作り
八坂の棚田で田植えをする山村留学生。
今では、ほとんど見られない光景ですが、
みんなで協力しながらの作業の姿は、輝
いていて頼もしく見えました。
撮影者：議会だより編集委員会
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次
ペ
ー
ジ
は
、
大
町
市
議
会
新
体
制
と
一
般
質
問

議会の一番の課題は何でしょうか？

議　長　行政のチェックと、市民益につながる政策を提言すること
が議会の最大の使命。昨年は委員会・議会より政策提言が
出されていますが、これをさらに推進していきたいですね。

副議長　議員個々の活動に加え、議会としての活動、意思を今以上
に出せる組織でなくては。

議　長　そうですね、当たり前に議会として政策提言できる仕組み
が必要ですね。これまでも、毎年事務事業評価※１を行い、
評価結果を行政に投げかけてきましたが、それが翌年度事
業に反映したかを検証できていない。この途切れているサ
イクルを回し、委員会代表質問※２、さらに政策提言にまで
つなげたいですね。

※１　前年度事業のうち特に検証が必要と考えるものを選び評価・検証している
※２　各常任委員会の代表が、委員の共通課題とする事案について一般質問する
　　　こと

副議長　事務事業評価は常任委員会のメンバーで行うわけですから、
評価結果を掘り下げれば、委員の共通課題として委員会代
表質問に繋げていけると思います。私が課題と考える、常
任委員会の強化にもつながります。

議　長　副議長のいう常任委員会の強化と、私の考える委員会代表
質問の継続、これは課題としては同じ。常任委員会の強化
なくして、委員会代表質問の継続は難しいです。

市民の意見や思い、どう掴みますか？

議　長　議会運営委員会に諮問をし、実現できればという段階です
が、陳情の主旨を、陳情者が説明できる場を創設したい。
また毎年度実施している市民との意見交換会が、昨年度はコ
ロナの影響で開催できなかった。今年度は副議長が委員長
を務める政策調整委員会を中心に進めていってほしいです。

副議長　意見交換会もオンラインで、という案もあります。まず議
員研修として、オンライン会議の講習会ができれば。これ
から政策調整委員会で検討する段階ですし、
前議長が推進したワークショップ形式※３

でのざっくばらんな意見交換会は、オンラ
インでは難しいかもしれません。

※３　小グループに分かれ意見を出し合う参加者主体の
　　　会議形式

議　長　いかに議会と市民の距離を縮めるか、それには議会がどん
どん市民に近づいていかないと。コロナの影響下、どうやっ
たらできるか、できることはないかを前向きに考えていき
たいですね。

この任期にかける思いをお聞かせください

議　長　議会における政策サイクル（ＰＤＣＡ）の実施を議会運営委
員会に諮問したいと考えています。
議員それぞれでとらえ方は違うが議会でのＰＤＣＡは、

Ｐ＝予算・決算審査方法の計画、事務事業評価の対象の決定
Ｄ＝決算審査・事務事業評価の実施
Ｃ＝決算審査結果を行政へ、事務事業評価の評価結果の報告
Ａ＝予算審査の実施、事務事業評価の結果回答の検証、政策
　　提言、委員会代表質問の実施
　と考えています。

副議長　開かれた議会を目指し継続している議会改革ですが、今は
新たな取り組みの成熟度を上げていく時。委員会代表質問
しかり、新たな方式の意見交換会しかり、事務事業評価・
決算審査から政策提言に繋げることしかり。そのために、
やはり常任委員会のさらなる強化を進めたいですね。

議　長　議員個々の活動を、さまざまに関心を持ってやるのも大い
に結構ですが、ばらばらのベクトルが一つの方向を向いた
ときに持つ大きな力を、政策提言、委員会代表質問という
形で発揮できるように、その舵取り役ができればと考えて
います。

副議長　議長と同じく、常任委員会が非常に重要と認識しています。
チーム議会として大きな力を発揮できるよう、常任委員会
の活性化に尽力したいと思います。

議長
二條　孝夫

平成19年4月初当選
（現在4期目）

社会厚生委員長、副議長、
議長、議会運営委員長等　
歴任

副議長
降旗　達也

平成27年4月初当選
（現在2期目）

総務産業委員長、社会厚生
副委員長、政策調整副委員
長等　歴任

議会の最大の使命は、市民
益の向上のために、行政を
チェックすること。行政が
市民益に反していないか、
監視、チェックをしていく
ことが最大の責務と考え
ます。
議会は16人の多様な意見
の集合体ですが、市民益に
通じる、一つの意見を導き
出していく過程が、なお一
層大事だと考えています。

市民益を求め
責務を果たす！

平成19年度より、市民に
身近な開かれた議会を念
頭に進めてきた議会改革
をさら進め、今まで行っ
てきた改革をより自分た
ちのものにしていくため
に、成熟度を上げていきた
いと思っています。
大町市民のために何がで
きるか、何をしていくべき
なのか、しっかりと考えて
いける、チーム「大町市議
会」を目指します。

チーム
大町市議会を
目指して

５月10～11日の２日間、５月臨時会において正副議長選挙が行われ、新しい正副議長が就任しました。
新体制となった大町市議会の舵をどうとるか、正副議長の思いをうかがいました。

PDCAとは、
事業を継続的に
改善していく
手法のこと

新正副議長に聞く
特集 大町市議会新体制
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が

行
う
「
会
派
代
表
質
問
」
と
、委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

各委員会の新しい構成メンバーを紹介します。この新体制で市の課題解決に取り組んで参ります！
◎は委員長、〇は副委員長です。

総務産業委員会 社会文教委員会

議会運営委員会
◎大厩　富義
〇山本　みゆき
　大竹　真千子
　傳刀　健
　平林　英市
　大和　幸久
　岡　秀子

情報化推進特別委員会
◎大竹　真千子
〇中村　直人
　傳刀　健
　降旗　達也
　太田　昭司

交通網対策特別委員会
◎神社　正幸
〇宮田　一男
　中村　直人
　山本　みゆき
　傳刀　健
　一本木　秀章
　中牧　盛登
　髙橋　正

議会だより編集委員会
◎髙橋　正
〇大竹　真千子
　傳刀　健
　太田　昭司
　宮田　一男
　平林　英市
　大厩　富義

臭気対策特別委員会
◎大和　幸久
〇大竹　真千子
　降旗　達也
　太田　昭司
　二條　孝夫
　平林　英市
　岡　秀子
　大厩　富義

大和幸久　大厩富義　二條孝夫　宮田一男
岡秀子　◎傳刀健　〇太田昭司　山本みゆき

市民の声を／キャッチしていきます！／

髙橋 正　神社正幸　中牧盛登　降旗達也　
一本木秀章　◎平林英市　〇中村直人　大竹真千子

問　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
に

向
け
た
特
別
支
援
教
育
の
推
進
状
況
は
。

答　
昨
年
度
末
、
小
・
中
学
校
で
発
達
障
が
い

等
の
児
童
生
徒
は
３
０
０
名
以
上
で
そ
れ
ぞ
れ
支

援
学
級
や
通
常
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
。
就
学
支

援
委
員
会
が
課
題
の
あ
る
児
童
生
徒
に
包
括
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
言
語
等
の
支
援
は
、
西
小

の「
こ
と
ば
の
教
室
」。
学
習
機
能
等
の
支
援
は
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
※
①

の
実
践
と
は

政
友
ク
ラ
ブ　

岡お
か　

秀ひ
で

子こ

が
問
う

南
小
と
仁
科
台
中
に
あ
る「
ま
な
び
の
教
室
」で
専

門
的
な
指
導
も
行
っ
て
い
る
。
通
常
学
級
で
は
学

習
支
援
員
が
支
援
し
て
い
る
。
課
題
を
抱
え
て
い

て
も
、
広
範
な
友
達
と
交
わ
り
、
社
会
性
を
身
に

つ
け
成
長
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
構
築

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

問　
安
曇
養
護
学
校
の
、
大
町
以
北
か
ら
の
通

学
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
使
う
が
、
乗
車
時
間
が

長
く
、
体
力
的
に
負
担
が
大
き
い
。
大
町
、
白
馬
、

小
谷
の
子
ど
も
た
ち
が
通
え
る
分
教
室
の
設
置
を

保
護
者
等
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
。
県
立
校
で
は

あ
る
が
、
市
内
の
学
校
を
使
用
す
る
と
の
事
で
あ

る
。
安
曇
養
護
学
校
大
町
分
教
室
設
置
に
向
け
た

取
り
組
み
状
況
は
。

答　
市
長
会
で
も
議
題
に
上
が
り
、
市
教
委
も

設
置
を
要
望
し
て
き
た
。
西
小
の
空
き
教
室
を
活

用
し
、
６
人
程
度
受
け
入
れ
る
方
向
性
が
県
教
委

よ
り
示
さ
れ
た
。通
常
学
校
の
活
用
は
、ハ
ン
デ
ィ

を
超
え
て
交
流
の
輪
が
広
が
る
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
の
実
践
に
繋
が
る
。

地
域
共
生
社
会
に
向
け
て

問　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
※
②
導
入
へ
の
考

え
方
は
。

答　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
連
動
し
、
意
義
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
導
入
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

ことばの教室があり、県立安曇養護学校大町分
教室設置が予定されている大町西小学校

特
別
支
援
教
育
の
状
況
と
安
曇

養
護
学
校
分
教
室
設
置
の
動
き

　　　　　
①インクルーシブ教育　心身に様々なハンディや課題を抱えた児童・生徒と健常な児童・生徒が共に助け合い
　　　　　　　　　　　協力しながら成長してく教育
②インクルーシブ公園　障がいのあるなしに関わらず、皆が一緒に遊ぶことができる遊具等が設置された公園

用語解説※

大町市議会新体制

各委員会　委員の紹介
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一
般
質
問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
第
２
回
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
の
開
催

日
、
８
月
21
日
を
再
延
期
す
る
選
択
肢
は
あ
る
か
。

答　
再
延
期
す
る
選
択
肢
も
あ
る
と
考
え
る
。

現
在
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
市
の
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
民
の
中
に
は
感
染
拡

大
を
心
配
す
る
声
が
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て

お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
一
定
程
度
進
む
こ
と
で

安
心
し
て
芸
術
祭
を
迎
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
会
期

の
見
直
し
は
検
討
す
べ
き
選
択
肢
と
考
え
て
い
る
。

問　
実
行
委
員
会
で
は
、
開
催
・
延
期
・
中
止

と
す
る
な
ど
最
終
的
な
判
断
は
、
い
つ
と
考
え
て

い
る
の
か
。

答　
６
月
中
に
実
行
委
員
会
総
会
に
諮は
か

り
、
最

終
的
な
判
断
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
芸
術
祭
を
２
ヶ
月
ほ
ど
延
期
す
る
と
し
た

問　
感
染
力
や
症
状
が
悪
化
す
る
変
異
株
の
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
現
状
だ
。
感
染
拡

大
地
域
か
ら
く
る
無
症
状
者
の
対
策
を
示
せ
。

答　
検
温
・
手
洗
い
・
消
毒
・
入
場
制
限
な
ど

で
対
応
す
る
。

問　
感
染
を
防
げ
る
と
し
た
根
拠
は
何
か
。

答　
感
染
が
拡
大
す
る
か
否
か
は
市
と
し
て
特

別
な
情
報
を
得
て
い
な
い
。
感
染
症
対
策
特
別
部

会
は
芸
術
祭
関
連
施
設
で
の
リ
ス
ク
は
高
く
な
い

と
し
て
い
る
。

問　
実
行
委
員
長
の
牛
越
市
長
は「
市
民
の
命・

健
康
・
安
全
」と「
地
域
経
済
の
再
生
」の
ど
ち
ら

を
重
視
し
て
優
先
さ
せ
る
の
か
。

答　
比
較
出
来
な
い
。
ど
ち
ら
も
重
要
だ
。

問　
市
長
の
責
務
は
何
を
お
い
て
も
市
民
の

問　
市
民
バ
ス
デ
マ
ン
ド（
乗
り
合
い
）の
エ
リ

ア
拡
大
、
今
後
の
展
開
は
。

答　
常
盤
東
地
区
で
の
定
着
を
図
り
、
他
地
域

や
関
係
団
体
へ
の
説
明
会
を
開
催
の
上
、
検
討
し

て
い
く
。

問　
昨
年
実
施
し
た
高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク

シ
ー
事
業
は
75
歳
以
上
世
帯
の
み
を
対
象
と
し
た

が
、
申
請
率
・
利
用
率
が
低
い
が
な
ぜ
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外
出
を
控
え
る
傾
向
が

あ
っ
た
、
ま
た
自
分
で
運
転
す
る
方
も
い
た
。

問　
真
に
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
に

支
援
が
届
い
て
い
る
か
疑
問
。
移
動
手
段
の
な
い

方
に
つ
い
て
、
関
係
各
課
で
連
携
し
調
査
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
検
証
し
、
必
要
な
情

芸
術
祭

再
延
期
も
選
択
肢

創
生
み
ら
い　

傳で
ん
刀ど
う　

健た
け
し

が
問
う

コ
ロ
ナ
禍
で
の
芸

術
祭
は
中
止
せ
よ

交
通
手
段
確
保
は

必
要
経
済
対
策
！

市
民
ク
ラ
ブ　

中な
か
牧ま
き　

盛も
り
登と

が
問
う

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団　

平ひ
ら
ば
や
し林　

英え
い

市い
ち

が
問
う

時
に
想
定
さ
れ
る
大
き
な
問
題
点
と
は
何
か
。

答　
仮
に
延
期
す
る
と
し
た
場
合
の
大
き
な
問

題
点
は
、
延
期
に
伴
う
費
用
の
増
加
や
作
品
展
示

場
所
等
を
延
長
し
て
確
保
す
る
た
め
の
所
要
の
手

続
き
、
そ
し
て
、
広
く
告
知
す
る
周
知
・
広
報
の

徹
底
の
大
き
く
３
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
芸
術
祭
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
市
民
意
識
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　
市
民
の
中
に
は
、
芸
術
祭
に
多
く
の
人
が

訪
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
で
感
染
が
拡
大
す
る

こ
と
を
心
配
す
る
声
が
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し

て
い
る
。

問　
芸
術
祭
開
催
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の

数
値
目
標
は
あ
る
の
か
。

答　
パ
ス
ポ
ー
ト
販
売
目
標
は
２
万
１
千
枚
、

来
場
客
数
は
５
万
５
千
人
を
目
標
と
し
て
い
る
。

「
命
と
健
康
と
安
全
」を
守
る
こ
と
だ
。
市
民
意
向

調
査
で
は「
経
済
活
動
重
視
よ
り
も
今
は
命
が
大

事
で
あ
り
、
芸
術
祭
を
や
め
る
べ
き
だ
」と
の
意

見
が
あ
る
。

答　
地
域
の
活
力
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
は

待
っ
た
な
し
の
喫
緊
の
課
題
だ
。

問　
無
症
状
者
か
ら
の
感
染
を
防
ぐ
徹
底
し
た

対
策
は
、
入
場
者
全
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
は
。

答　
入
場
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
こ
と
は
人

権
侵
害
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

廃
止
す
る
市
営
住
宅
の
入
居
者
保
証
は

問　
市
の
都
合
で
の
移
住
だ
。
経
済
的
理
由
で

移
住
が
困
難
な
入
居
者
は
家
賃
補
助
を
す
べ
き
だ
。

答　
負
担
軽
減
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問　
強
制
的
な
退
去
の
実
態
は
な
い
か
。

答　
退
去
を
強
く
求
め
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

報
を
共
有
し
連
携
を
深
め
て
い
く
。

問　
大
町
病
院
の
産
科
休
止
に
当
た
り
、
妊
婦

の
通
院
負
担
が
大
き
い
。
妊
娠
期
間
を
安
心
し
て

過
ご
す
た
め
、
支
援
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
市
外
の
医
療
機
関

ま
で
の
移
動
も
含
め
、
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
検

討
し
、
環
境
整
備
に
努
め
る
。

問　
こ
れ
ま
で
自
由
に
外
出
で
き
な
か
っ
た
方

た
ち
が
、
気
軽
に
外
出
し
消
費
活
動
を
行
う
こ
と

こ
そ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
経
済
立
て
直
し
に

必
要
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
は
。

答　
公
共
交
通
の
整
備
は
、
地
域
活
性
化
の
た

め
の
重
要
な
戦
略
の
柱
で
あ
る
。
気
軽
な
移
動
手

段
は
利
便
性
を
高
め
、
地
域
消
費
に
も
つ
な
が
る
。

都
市
機
能
が
集
積
し
た
生
活
空
間
の
整
備
を
目
指

し
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
実
現
に
取
り
組
む
。

順調に進むワクチン接種会場
中央保健センターの様子

コロナ禍での「芸術祭の中止を求める署名」に
短期間で1200人以上が賛同した

高齢化率県内トップの大町市だからこそ、
高齢者の消費活動が今の大町に必要である

市
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

終
わ
る
ま
で
待
っ
て
み
て
は

市
民
の
圧
倒
的
意
見
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
は
中
止
」だ

交
通
手
段
の
な
い
人
は

自
由
な
経
済
活
動
す
ら
で
き
な
い
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

問　
接
種
会
場
に
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
の

た
め
に
訪
問
接
種
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
既
に
41
名
に
対
し
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
接
種
希
望
者
の
事
情
に
応
じ
て
訪
問
接
種
や
接

種
会
場
へ
の
移
動
の
支
援
を
実
施
す
る
。

問　
接
種
を
希
望
す
る
障
が
い
者
へ
の
合
理
的

配
慮
※
③
を
十
分
講
じ
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
手
話

通
訳
の
配
置
、
筆
談
ボ
ー
ド
の
使
用
、
ま
た
車
い

す
利
用
者
の
会
場
内
の
移
動
に
配
慮
を
求
め
る
。

答　
個
々
の
障
が
い
の
状
態
に
応
じ
た
接
種
会

場
の
案
内
、
手
話
通
訳
の
配
置
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
介
助
の
支
援
体
制
整
備
、
ま
た
車
い
す
の
動
線

の
確
保
や
車
い
す
の
移
動
距
離
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
な
ど
の
対
策
を
講
ず
る
。

問　
接
種
予
約
者
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
る
ワ
ク

問　
大
町
市
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計

画
の
進
捗
状
況
と
目
標
達
成
の
見
通
し
は
。

答　
こ
の
計
画
で
は「
安
定
し
た
雇
用
の
場
の

確
保
と
新
規
事
業
を
支
援
す
る
」、「
大
町
ら
し
さ

を
活
か
し
て
新
し
い
人
の
流
れ
を
作
る
」、「
若
い

世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
」、「
安
心
安
全
な
暮
ら
し
と
時
代
に
合
っ
た
地

域
を
作
る
」こ
と
を
４
つ
の
基
本
目
標
と
し
て
い

る
が
、
現
下
の
コ
ロ
ナ
火
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

当
初
計
画
し
た
指
標
に
達
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
市
と
し
て
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

人
口
減
少
な
ど
の
問
題
解
決
や
地
域
経
済
の
再
生
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
今
後
も
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
市
民
の
自
発
的

問　
現
在
ま
で
の
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
の

抑
制
策
、
集
約
的
都
市
構
造
へ
向
け
た
誘
導
策
に

対
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
の
状
況
は
。

答　
空
き
不
動
産
等
の
実
態
調
査
、
そ
れ
ら
を

活
用
し
た
産
学
連
携
の
共
同
研
究
事
業
の
促
進
、

空
き
家
等
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
、

街
中
の
緑
地
整
備
事
業
等
を
進
め
て
き
た
。
昨
年

か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
人
材
集
積
と
育
成

に
よ
り
地
域
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
に
着
手
。
誘
導
策
と
し
て
は
用
途
地
域
の
指

定
に
よ
る
適
正
な
土
地
利
用
の
推
進
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
に
よ
る
土
地
整
備
を
進
め
て
き
た
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
更
な
る
改
善
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
具
体
策
な
ど
は
あ
る
か
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
状
況
は

政
友
ク
ラ
ブ　

大お
お
竹た
け
真ま

千ち

子こ

が
問
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
計
画
っ
て
何

空
き
家
増
加
率
は

19
市
中
１
位
に

公
明
党　

太お
お
田た　
昭し
ょ
う
じ司
が
問
う

政
友
ク
ラ
ブ　

一い
っ
本ぽ
ん
木ぎ

秀ひ
で

章あ
き
が
問
う

チ
ン
の
廃
棄
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

の
廃
棄
を
防
ぐ
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に
接
種
で

き
る
人
を
事
前
に
登
録
す
る「
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

バ
ン
ク
制
度
」の
創
設
を
計
画
し
て
い
る
。

「
生
理
の
貧
困
※
④

」に
つ
い
て

問　
貧
困
等
の
理
由
に
よ
り
生
理
用
品
を
買
え

な
い
女
性
が
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
防
災
備
蓄
用

の
生
理
用
品
を
、
使
用
期
限
が
近
づ
い
て
い
る
も

の
か
ら
配
布
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
防
災
備
蓄
用
の
生
理
用
品
を
活
用
し
、
生

活
困
窮
者
の
窓
口
で
あ
る「
ま
い
さ
ぽ
大
町
」を
窓

口
と
し
て
配
布
す
る
と
と
も
に
、
家
計
相
談
や

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
等
と
も
合
わ
せ
、
総
合
的
に
相

談
対
応
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

な
行
動
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
ど
の
様
に
取
り
組

む
の
か
。

答　
市
民
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
参
加
す

る
た
め
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
市
の
未
来
都
市
計
画
の

理
念
や
意
義
、
目
的
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
様
々
な
広
報
活
動
を
展
開
し
て

い
る
が
、
未
だ
広
く
理
解
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
組
み
を
紹
介
し
、
具
体
的
な
活
動
に
参
画
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

豪
雨
被
害
の
対
策
は

問　
温
暖
化
に
よ
る
豪
雨
災
害
へ
の
対
策
は
。

答　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
、
関
係
す
る
自
治
会
や
住
民

に
周
知
し
、
定
期
的
に
危
険
個
所
の
巡
回
を
行
う
。

答　
流
通
に
乗
せ
ら
れ
な
い
物
件
を
流
通
に
乗

せ
る
た
め
の
支
援
策
と
し
て「
空
き
家
流
通
促
進

事
業
」を
創
設
。
片
付
け
、
清
掃
、
リ
フ
ォ
ー
ム

に
要
す
る
補
助
金
制
度
を
拡
充
し
、
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
の
補
完
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

問　
他
の
行
政
で
は
協
議
会
で
空
き
家
の
利
活

用
を
進
め
る
取
組
み
が
あ
る
。
当
市
の
予
定
は
。

答　
本
年
２
月
に「
空
き
家
等
利
活
用
連
絡
協

議
会
」設
立
に
向
け
た
準
備
会
を
開
催
。
今
後
も

協
議
会
設
立
に
向
け
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。

問　
空
き
家
所
有
者
へ
の
情
報
提
供
や
管
理
指

導
等
の
冊
子
配
布
な
ど
、
空
き
家
に
し
な
い
た
め

の
防
止
策
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

答　
「
空
き
家
の
予
防
と
活
用
」と
題
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
３
月
に
実
施
。
16
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

継
続
的
な
働
き
か
け
や
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

コロナワクチン接種の希望者が「誰一人残さ
ず」接種ができるよう、きめ細かな対応を

長野県内の市町村で初めて大町市がＳＤＧｓ
未来都市に国から選定された

防止策として他地域で配布される啓発冊子。
空き家にさせない工夫も重要。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

全
て
の
希
望
者
に
！

未
来
都
市
計
画
の
進
捗
状
況
と

温
暖
化
に
よ
る
豪
雨
災
害
対
策
は

空
洞
化
抑
制
策
と
合
わ
せ
て

空
き
家
対
策
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

　　　　　
③合理的配慮　役所や事業者などが、障がい者からバリアを取り除くための対応を求められた場合にとる、可能な
　　　　　　　限りの（合理的な）対応。
④生理の貧困　経済的困窮や、親や配偶者の無理解・虐待などにより、生理用品を入手できないこと。

用語解説※
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
お
よ
そ
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
コ
ロ
ナ
対
策
は
何
か

問　
今
日
ま
で
、
日
本
国
内
で
コ
ロ
ナ
感
染
が

第
４
波
ま
で
起
き
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
終
息
で

き
な
か
っ
た
の
は
、
広
汎
な
抗
原
検
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
で「
無
症
状
の
陽
性
者
を
発
見
・
隔
離
」す
る

対
策
を
取
っ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
だ
。
芸
術
祭
の

実
施
に
当
た
っ
て
も
参
加
者
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
に

対
し
て
、
抗
原
検
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
で
き

る
体
制
が
無
け
れ
ば
、
そ
の
命
や
健
康
は
守
れ
な

い
こ
と
に
な
る
。
芸
術
祭
は
中
止
す
べ
き
だ
。

答　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
強
制
す
る
こ
と
は
人
権
侵

害
に
当
た
り
で
き
な
い
。
体
温
検
査
で
平
熱
の
人

に
は
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
し
て
入
場
さ
せ
る
な
ど
、

通
常
の
感
染
対
策
を
行
う
。

問　
旧
市
内
の
小
学
校
２
校
制
は
、
何
年
先
を

想
定
し
て
い
る
か
。

答　
現
段
階
で
は
判
断
で
き
な
い
。
当
面
は
２

校
制
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
小
学
生
の
数
を
社
人
研
※
⑤
の
人
口
推
計

を
基
に
計
算
す
る
と
２
０
４
０
年
に
は
６
０
７
人

だ
。
人
数
だ
け
で
言
え
ば
市
内
に
一
校
で
足
り
る

数
だ
。
そ
う
な
る
と
西
小
の
活
用
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

答　
当
市
は
南
北
に
長
く
面
積
が
広
い
。
小
学

校
を
１
校
に
す
る
こ
と
は
、
通
学
時
間
が
か
か
り

保
護
者
か
ら
の
賛
同
は
難
し
い
。
学
校
の
再
編
は

人
数
だ
け
で
の
判
断
で
は
困
難
。

問　
八
坂
・
美
麻
地
区
の
小
中
学
校
は
い
つ
ま

で
を
想
定
し
て
い
る
か
。

問　
４
月
か
ら
始
ま
っ
た「
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
」に
つ
い
て
、
子
育
て
に
必
要
な
支
援
を

速
や
か
に
行
う
た
め
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
支
援
が
必
要
な
家
庭
の
情
報
を
関
係
機
関

と
共
有
す
る
た
め
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
教
育
委
員
会
、
福
祉
課
な

ど
対
応
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

問　
人
口
が
増
加
し
て
い
る
南
箕
輪
村
の
子
育

て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
子
育
て
に
必
要
な
情
報
が

分
か
り
や
す
い
。
大
町
市
に
も
子
育
て
に
寄
り

添
っ
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
あ
れ
ば
役
立
つ
の
で
は
。

答　
一
冊
で
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の

情
報
が
得
ら
れ
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
は
、
大

変
有
効
と
思
わ
れ
る
。
早
期
の
作
成
を
検
討
す
る
。

問　
子
育
て
女
性
の
再
就
職
の
た
め
、
仕
事
と

命
と
健
康
を
優
先

芸
術
祭
は
中
止
を

政
友
ク
ラ
ブ　

山や
ま
本も
と
み
ゆ
き
が
問
う

西
小
の
活
用
は

ど
う
検
討
し
た
か

子
育
て
支
援
日
本

一
を
目
指
す
に
は

無
所
属
ク
ラ
ブ　

大お
お
和わ　
幸よ
し
久ひ
さ
が
問
う

市
民
ク
ラ
ブ　

大お
お
厩ま
や　

富と
み
義よ
し
が
問
う

問　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
人
権
侵
害
と
い
う
見
解
は

間
違
い
だ
。
本
人
の
同
意
が
前
提
で
あ
り
、
こ
の

実
施
態
勢
が
無
け
れ
ば
感
染
拡
大
は
防
げ
ず
、
参

加
者
の
命
や
健
康
は
守
れ
な
い
。

答　
い
ま
市
内
で
感
染
拡
大
は
な
く
、
従
来
の

手
指
消
毒
や
検
温
を
徹
底
す
る
方
針
だ
。

問　
芸
術
祭
開
催
の
８
月
21
日
ま
で
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
間
に
合
わ
ず
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
も
期

待
で
き
な
い
。
感
染
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
く
中
止

し
か
な
い
。
こ
ん
な
状
況
で
小
中
学
生
の
芸
術
祭

見
学
を
強
制
す
る
な
ど
、
教
育
行
政
の
自
殺
行
為

で
あ
り
、
同
様
に
中
止
す
べ
き
だ
。

答　
８
月
21
日
で
は
、
市
民
全
体
の
50
％
し
か

進
ま
ず
見
直
す
。
今
、
中
止
や
延
期
は
言
え
な
い
。

答　
山
村
留
学
の
受
け
入
れ
に
よ
る
成
果
や
地

域
と
の
関
わ
り
等
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
明
確
な

時
期
を
答
え
る
こ
と
は
困
難
だ
。

問　
山
村
留
学
は
、
受
け
入
れ
農
家
の
高
齢
化

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
地
域
の
皆
さ
ん
へ
働
き
か
け
を
し
て
い
る

が
困
難
だ
。
今
後
も
努
力
し
て
い
く
。

問　
再
編
基
本
計
画
案
で
は
、
八
坂
・
美
麻
地

区
は「
現
行
ど
お
り
」と
し
て
い
る
が
、「
当
面
現

行
ど
お
り
」で
は
な
い
の
か
。

答　
計
画
の
段
階
で
検
討
す
る
。

問　
社
地
区
か
ら
は
、
約
60
人
が
南
小
へ
通
う

こ
と
と
な
る
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
バ
ス
通
学
で
２
台
程
度
を
考
え
て
い
る
。

問　
南
小
校
舎
の
建
て
替
え
の
考
え
は
。

答　
令
和
７
年
以
降
を
目
途
に
、
施
設
の
あ
り

方
の
検
討
に
着
手
し
て
い
く
。

家
庭
の
両
立
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
は
で
き
な
い
か
。

答　
県
で
は
市
町
村
と
連
携
し「
女
性
の
就
業

支
援
事
業
」と
し
て
居
住
地
で
対
面
の
相
談
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
市
で
は
県
の
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
信
州
と
共
催
し
、
子
育
て
世
代
と
若
年
者
を

対
象
に
月
一
回
、
市
役
所
内
で
無
料
就
職
相
談
を

開
催
。
そ
の
ほ
か
子
育
て
中
の
女
性
の
就
労
支
援

と
し
て
、
市
創
業
支
援
協
議
会
で
運
営
の「
北
ア

ル
プ
ス
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
」内
に
テ
レ
ワ
ー
ク
ル
ー

ム
を
整
備
し
フ
ル
タ
イ
ム
で
の
就
労
が
困
難
な
子

育
て
中
の
女
性
に
、
仕
事
と
家
庭
が
両
立
で
き
安

心
し
て
働
け
る
場
所
の
提
供
も
し
て
い
る
の
で
、

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
る
。

問　
子
育
て
日
本
一
を
目
指
す
市
長
の
思
い
は
。

答　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
子

育
て
支
援
を
基
軸
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

今は、ワクチン接種に全力を挙げるとき

西小桜並木の下を登校する子どもたち。
人口減少は、教育環境にも影響か。

４月から市役所内に親子相談室と、授乳室が
できました。親子で安心して利用できます

芸
術
祭
の
再
延
期
表
明
、
主
催

者
の
見
通
し
の
甘
さ
に
反
省
は

人
口
減
少
で
２
０
４
０
年
に
は

小
学
生
は
６
０
０
人
だ

子
育
て
に
必
要
な
支
援
は

時
期
を
逃
さ
ず
行
う
必
要
が
あ
る
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質
問
し
よ
う
と
す
る
議
員
は
、「
何
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
問
題
意
識
で
」質
問
す
る
の
か
を
予
め

通
告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、行
政
側
か
ら
噛
み
あ
っ
た
答
弁（
公
式
の
見
解
）を
得
る
た
め
で
す
。

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
、
委
員
会
審
査
報
告

問　
芸
術
祭
開
催
に
当
た
り
問
題
点
と
課
題
は
。

答　
一
部
の
海
外
作
家
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
不

透
明
で
あ
る
こ
と
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
の
人
手
不
足
な
ど
で
あ
る
。
一
番
の
懸
念
は
、

市
民
が
、
芸
術
祭
開
催
に
伴
う
来
場
者
の
受
け
入

れ
に
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

問　
仮
に
延
期
に
な
っ
た
場
合
の
課
題
は
。

答　
延
期
の
仕
方
に
よ
っ
て
も
課
題
は
変
わ
る

た
め
、
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
延
期
に
伴
う
費
用
増
加
の
可
能
性
、
期
間

変
更
に
伴
う
来
訪
者
等
へ
の
情
報
提
供
が
一
番
の

課
題
。

問　
市
民
や
市
職
員
の
芸
術
祭
に
対
す
る
盛
り

上
が
り
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
市
職
員
の
意
識

や
熱
を
上
げ
て
い
く
の
は
、
庁
内
で
職
員
の
上
に

問　
令
和
５
年
に
旧
市
内
２
校
の
中
学
校
を
、

仁
科
台
中
学
校
を
使
用
し
て
の
１
校
に
す
る
方
向

で
学
校
再
編
が
進
ん
で
い
る
が
、
現
場
の
教
職
員

か
ら
は
、
教
室（
理
科
室
）・
特
別
支
援
学
級
な
ど

が
足
り
な
く
な
り
、
時
間
割
が
組
め
な
い
等
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
令
和
５
年
度
に
は
、
１
か
ら
２
ク
ラ
ス
不

足
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
学
級
間
、
教
科
間
で

相
談
し
て
対
応
し
、
普
通
教
室
の
使
用
も
考
え
る
。

特
別
支
援
学
級
は
、
多
目
的
教
室
等
を
間
仕
切
り

す
る
等
に
よ
り
対
応
す
る
。

問　
今
回
の
学
校
再
編
は
、
統
廃
合
で
は
な
い

と
し
て
い
る
。
統
合
で
な
い
の
な
ら
、
全
て
の
学

校
を
一
旦
閉
校
に
す
る
こ
と
か
と
考
え
る
が
、
閉

校
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

問　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は
ど
う
か
。

答　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
接
種
は
７
月
末

ま
で
に
完
了
見
込
み
。
６
月
下
旬
か
ら
は
64
歳
以

下
の
基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の
方
の
受
付
を
開
始
。

一
般
の
方
も
７
月
に
は
予
約
を
開
始
。

問　
突
然
の
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
に
よ
る
ワ
ク
チ

ン
廃
棄
の
問
題
に
つ
い
て
、
当
市
の
対
応
は
。

答　
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
場
合
、
予
約
日
が
決

ま
っ
て
い
な
い
方
に
順
番
に
連
絡
し
て
い
る
。
今

後
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
登
録
制
度
も
設
け
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
、
大
町
病
院
令

和
２
年
度
の
決
算
見
込
み
が
計
画
ど
お
り
黒
字
と

な
っ
た
の
は
、
職
員
の
皆
様
の
努
力
あ
っ
て
の
こ

と
。
前
回
の
質
問
で
職
員
の
ス
ト
レ
ス
状
況
に
つ

い
て
伺
っ
た
。
特
に
負
担
が
集
中
す
る
部
署
に
対

芸
術
祭
の
問
題
点・

課
題
は
何
か

政
友
ク
ラ
ブ　

中な
か
村む
ら　

直な
お

人と

が
問
う

学
校
再
編
は
急
が

ず
再
検
討
を
！

未
来
へ
繋
ぐ

大
町
の
医
療
体
制

創
生
み
ら
い　

降ふ
り
旗は
た　

達た
つ
也や

が
問
う

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団　

宮み
や
　た田　
一か
ず

男お

が
問
う

立
つ
副
市
長
の
役
割
だ
と
思
う
が
如
何
か
。
ま
た
、

市
長
は
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
を
開
催
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
喜
ぶ
顔
が
し
っ
か
り
と
見
え
て
い

る
か
。

答　
（
副
市
長
）や
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識

で
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
い
こ
と
は
理

解
し
て
い
る
。
前
回
の
芸
術
祭
を
経
験
し
た
こ
と

で
、
職
員
の
中
に
意
識
の
高
ま
り
に
つ
い
て
の
素

養
や
素
地
は
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
長
丁
場
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
意
識
の
盛
り
上
が
り
と
と
も
に
職

員
の
体
調
管
理
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
行
う
。

答　
（
市
長
）市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
こ
と
、

健
康
と
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
の
課
題
と
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
と
感
染
状
況
を
し
っ
か
り

見
極
め
、
実
行
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
か
つ
柔
軟

な
開
催
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
市
民
に
と
っ
て
も

安
全
で
安
心
し
て
も
ら
え
る
環
境
の
中
で
、
芸
術

祭
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答　
旧
市
内
の
学
校
は
一
旦
閉
校
し
、
新
し
い

学
校
と
し
て
開
校
す
る
。
閉
校
行
事
は
、
関
係
者

と
検
討
し
て
行
く
。

コ
ロ
ナ
下
で
の
芸
術
祭
は
中
止
を

問　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
総
販
売
目
標
の
４
分
の
１

が
市
職
員
の
販
売
と
な
っ
て
い
る
。
パ
ス
ポ
ー
ト

の
販
売
は
、
業
務
に
な
る
の
か
。

答　
市
職
員
が
パ
ス
ポ
ー
ト
販
売
に
協
力
す
る

行
為
は
、
業
務
に
該
当
せ
ず
、
万
が
一
事
故
等
に

あ
っ
て
も
公
務
災
害
に
該
当
し
な
い
。

問　
事
故
や
ケ
ガ
は
、
自
分
持
ち
と
な
る
。

過
大
で
、
無
理
の
あ
る
市
職
員
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

の
販
売
協
力
方
式
を
、
改
め
ら
れ
な
い
か
。

答　
指
摘
の
方
式
は
、
実
務
的
に
困
難
だ
。

し
、
人
事
配
置
の
再
考
な
ど
を
行
え
な
い
か
。

答　
特
に
看
護
師
の
負
担
が
大
き
く
、
人
的
資

源
を
集
中
さ
せ
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問　
新
院
長
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
呼
吸
器
病

学
専
門
の
藤
本
先
生
に
来
て
頂
い
た
意
義
は
大
き

い
。
ビ
ジ
ョ
ン
と
抱
負
は
。

答　
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
を
目
指
し
、

大
町
病
院
が
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
心
を
担
う
。
経

営
改
善
、
感
染
症
へ
の
対
応
、
人
材
の
確
保
な
ど

へ
も
、
職
員
と
力
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
地
域
包
括
ケ
ア
環
境
構
築
の
た
め
、
医
療

と
介
護
を
ど
う
繋
げ
て
い
く
か
。

答　
従
来
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
加
え
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
活
用
し
、
多
職
種
間
で
情

報
の
共
有
を
行
う
試
み
を
始
め
た
。

第１回北アルプス国際芸術祭を
超えることはできるか？

市職員に販売の協力依頼をしている
パスポート

信大から招いた新院長の藤本圭作先生。呼吸
器の専門のほか、睡眠についても専門である。

芸
術
祭
開
催
の
先
に
、

市
民
の
喜
ぶ
顔
は
見
え
て
い
ま
す
か
？

児
童
生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
の

声
を
聴
い
て
進
め
ろ

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
と
、

新
院
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
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陳
情
第
７
号　

国
際
芸
術
祭
の
中
止
を
求
め
る
陳
情

議
案
第
47
号　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

■
結
果
　
賛
成
少
数
で
不
採
択

■
結
果
　
賛
成
多
数
で
可
決

議
案
の
概
要

議案の概要

議案の概要

議案の概要

開
催
予
定
８
月
ま
で
に
、
市
民
に
ワ
ク
チ
ン
が
行
き
届
か
な
い
。

一
刻
も
早
い
中
止
と
、
事
後
対
策
を
求
め
る
陳
情
。

ま
ち
づ
く
り
交
流
課
所
管

テ
レ
ワ
ー
ク
を
体
験
し
な
が

ら
、
休
日
は
市
内
観
光
を
楽

し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
信
濃
大

町
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

の
た
め
定
住
促
進
協
働
会
議

へ
負
担
金
を
支
出
。

■
補
正
額　
２
０
０
万
円

企
画
財
政
課
所
管

水
ブ
ラ
ン
ド
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ス
ポ
ッ

ト
Ｃ
Ｍ
広
告
経
費
に
か
か
る

補
正
。

■
補
正
額　
２
２
０
万
円

ま
ち
づ
く
り
交
流
課
所
管

共
に
39
歳
以
下
で
、
合
計
所

得
が
４
０
０
万
円
以
下
の
夫

婦
に
対
し
、
30
万
円
を
助
成

す
る
。
令
和
３
年
度
は
５
組

を
予
算
計
上
。

■
補
正
額　
１
５
０
万
円

芸
術
祭
、中
止
か
決
行
か
！
延
期
か
！

テ
レ
ワ
ー
ク
と

観
光
で
移
住
体
験

少
子
化
対
策
！

結
婚
新
生
活
を
支
援

「
み
ず
の
わ
」の

広
が
り
に
期
待

  

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に
付
託

（
審
査
を
任
せ
る
）
➡  

委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
常
任
委
員
会
審
査
報
告
と
審
議
結
果

委
員
会
審
査

問　
感
染
対
策
特
別
部
会
か
ら
、
先

日
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
の
感
染
防
止
策

に
一
定
の
評
価
を
得
た
と
の
こ
と
だ
が
、

対
策
は
万
全
と
い
え
る
か
。

答　
部
会
か
ら
の
意
見
で
感
染
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
、
実
際
の
現
場

も
見
て
も
ら
う
な
か
で
、
こ
れ
な
ら
大

丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
を
頂
い
た
。

■
最
終
日
討
論

　
原
案
に
反
対
　

コ
ロ
ナ
経
済
対
策
と
し
て
の
芸
術
祭

　
私
た
ち
に
生
き
る
力
を
与
え
、
生
活

委
員
会
審
査

問　
事
業
の
内
容
や
補
助
期
間
は
。

答　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
補
助

金
を
利
用
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
体
験
と
併

せ
、
大
町
の
観
光
体
験
を
し
て
い
た
だ

く
。単
年
度
事
業
だ
が
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
※
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
民
間
事
業
者
に
伝

達
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
図
る
。

費
用
対
効
果
を
検
証
し
、
今
後
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
。

委
員
会
審
査

問　
５
組
は
少
な
い
と
思
う
が
、
支

援
希
望
者
す
べ
て
が
補
助
を
受
け
ら
れ

る
体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
公
平
性

は
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
国
と
県
を
通
じ
て
の
事
業
で
あ

り
、
予
算
以
上
に
要
望
が
あ
る
事
業
だ

と
す
れ
ば
、
県
に
対
し
予
算
措
置
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

委
員
会
審
査

問　
Ｃ
Ｍ
の
内
容
は
。

答　
民
間
放
送
局
が
開
局
記
念
と
し

て
制
作
す
る
北
ア
ル
プ
ス
の
水
を
テ
ー

マ
と
し
た
番
組
で
の
ス
ポ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ
で

あ
る
。

問　
ど
の
よ
う
な
効
果
を
見
込
む
か
。

答　
大
町
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と

な
る
。
み
ず
の
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛

同
い
た
だ
け
る
事
業
者
の
呼
び
込
み
効

果
を
期
待
す
る
。

の
基
盤
と
な
る
経
済
の
再
生
を
促
す
芸

術
祭
こ
そ
最
大
の
コ
ロ
ナ
対
策
。

　
最
大
限
の
感
染
症
対
策
を
行
な
い
、

開
催
時
期
延
期
も
考
慮
に
入
れ
準
備
を

進
め
る
べ
き
。（
太
田)

延
期
は
あ
り
得
る
が
中
止
は
無
い

　
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
へ
の
懸
念
は
理
解
で

き
る
。
医
療
の
専
門
家
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
迎
え
た
特
別
部
会
の
声
を
聞
き
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

た
判
断
を
望
む
。（
中
村
）

芸
術
祭
中
止
は
手
段
を
尽
く
し
た
上
で

の
最
終
判
断
と
す
べ
き

　
す
ぐ
に
中
止
と
い
う
発
想
に
陥
る
の

で
は
な
く
、
万
全
な
感
染
対
策
を
講
じ
、

※
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ワ
ー
ク+

バ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
造
語
。
観
光
地
な
ど
遠
隔
で
仕

事
を
し
な
が
ら
、
休
暇
も
取
る
過
ご
し
方

安
全
と
安
心
を
確
保
し
た
上
で
、
知
恵

と
工
夫
を
結
集
し
、
開
催
の
道
を
探
る

べ
き
と
考
え
る
。（
大
竹
）

　
原
案
に
賛
成
　

市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
中
止
を

　
「
芸
術
祭
を
考
え
る
会
」は
１
２
０
０

名
以
上
の
芸
術
祭
中
止
の
署
名
を
集
め

市
民
の
意
見
を
聞
い
た
。「
巨
額
の
税

金
で
一
部
の
人
が
利
益
を
得
る
だ
け
で
、

町
中
が
潤
っ
て
い
な
い
」。
コ
ロ
ナ
の

危
険
も
あ
り
中
止
を
す
べ
き
と
の
声
が

多
い
。（
平
林
）

再
延
期
で
は
な
く
中
止
の
決
断
を

　
市
経
済
の
疲
弊
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
も
の
、
芸
術
祭
を
延
期
し
た
か
ら

で
は
な
い
、
芸
術
祭
関
係
者
に
混
乱
を

も
た
ら
す
延
期
で
は
な
く
、
一
旦
中
止

の
決
断
が
最
良
の
選
択
で
あ
る
。（
宮

田
）

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
中
の
芸
術
祭
は

中
止
を

　
芸
術
祭
前
の
東
京
五
輪
は
、
一
日
最

大
20
万
人
、
チ
ケ
ッ
ト
２
７
２
万
枚
で

巨
大
な
人
流
を
引
き
起
こ
す
。
こ
の
コ

ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
芸
術
祭
は
も
ろ

に
受
け
る
。
デ
ル
タ
株
の
大
流
行
も
あ

り
中
止
し
か
な
い
。（
大
和
）

人数制限を設け、手袋・マスク着用で鑑賞（プレイベント屋内作品）結婚新生活と市内定住を支援

議
員
が
質た

だ

し
た
６
月
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

常任委員会審査報告主な審査案件の審議内容を掲載します
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次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

議
案
第
47
号　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

■
結
果
　
賛
成
多
数
で
可
決

議案の概要

議案の概要

議案の概要

子
育
て
支
援
課
所
管

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
給
付

事
業
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

受
け
る
非
課
税
世
帯
に
、
一

人
５
万
円
を
給
付
す
る
も
の
。

給
付
金
と
シ
ス
テ
ム
改
修
に

か
か
る
補
正
。

■
補
正
額　
２
千
８
０
０
万
円

子
育
て
支
援
課
所
管

各
園
の
消
毒
委
託
業
務
の
回

数
を
増
や
す
た
め
の
補
正
。

保
育
士
の
負
担
軽
減
に
も
つ

な
が
る
。

■
補
正
額　
１
２
４
万
円

学
校
教
育
課
所
管

中
学
校
の
部
活
動
指
導
員
へ

の
報
酬
に
係
る
補
正
。
教
職

員
の
働
き
方
改
革
の
一
環
と

し
て
平
成
30
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
。

■
補
正
額　
１
０
８
万
円

コ
ロ
ナ
で
収
入
減
の

子
育
て
世
帯
を
支
援

地
域
住
民
の
参
画
で

教
員
の
負
担
軽
減
を

保
育
園
の
安
全
と

保
育
士
の
負
担
軽
減
を

委
員
会
審
査

問　
２
千
８
０
０
万
円
の
う
ち
、
シ

ス
テ
ム
改
修
２
８
０
万
円
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答　
既
存
の
児
童
手
当
の
シ
ス
テ
ム

に
、
非
課
税
世
帯
を
抽
出
す
る
た
め
の

仕
組
み
を
付
け
加
え
る
改
修
で
あ
る
。

委
員
会
審
査

問　
部
活
動
指
導
員
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
説
明
を
。

答　
第
一
中
学
校
で
は
、
陸
上
部
と

男
子
バ
レ
ー
部
。
仁
科
台
中
学
で
は
、

陸
上
部
と
卓
球
部
に
指
導
員
を
配
置
し

て
お
り
、
合
計
で
年
間
６
８
０
時
間
の

指
導
を
予
定
し
て
い
る
。

委
員
会
審
査

問　
保
育
園
の
職
員
が
消
毒
清
掃
業

務
に
当
た
る
の
は
負
担
に
な
ら
な
い
か
。

答　
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
予

算
で
あ
る
。
職
員
に
よ
る
作
業
は
可
能

な
場
合
の
み
実
施
し
て
い
る
。

■
最
終
日
討
論

　
賛
成　

い
ず
れ
も
速
や
か
に
取
り
組
む
べ
き
施

策
だ

　
本
補
正
予
算
は
、
子
育
て
支
援
策
や

宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
み
重
要
で
あ

る
。
企
画
財
政
課
計
上
の
広
告
料
は
、

県
内
民
放
テ
レ
ビ
局
の
開
局
記
念
番
組

で
の
広
告
。
大
町
市
の
良
い
イ
メ
ー
ジ

を
伝
え
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
は
市
民

の
利
益
に
繋
が
る
。（
山
本
）

業者による園の消毒作業

一中バレー部指導の様子

提出案件の審議結果
令和３年６月定例会

◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 創生みらい 公明 無

結　
果

宮
田　
一
男

平
林　
英
市

大
和　
幸
久

髙
橋　
　
正

中
牧　
盛
登

大
厩　
富
義

中
村　
直
人

山
本
み
ゆ
き

大
竹
真
千
子

一
本
木
秀
章

岡　
　
秀
子

二
條　
孝
夫

降
旗　
達
也

傳
刀　
　
健

太
田　
昭
司

神
社　
正
幸

議案第47号 令和３年度大町市一般会計補正予算(第３号) 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 原案可決

陳情第７ 号 第２回北アルプス国際芸術祭の中止を求める陳情 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

議案第48号 大町市手数料条例及び大町市個人情報保護条例の一部
を改正する条例制定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

◇全会一致で可決・同意・採択された案件
議案番号等 案件 結果

報告第 ３ 号 令和２年度大町市病院事業会計補正予算(第７号) 承認

報告第 ４ 号 大町市税条例等の一部を改正する条例 承認

報告第 ５ 号 大町市都市計画税条例の一部を改正する条例 承認

報告第 ６ 号 大町市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化を図るための固定資産税
の課税免除に関する条例の一部を改正する条例 承認

報告第 ７ 号 大町市過疎地域自立促進特別措置法に基づく固定資産税の課税免除の経過措置に関する条
例を廃止する条例 承認

報告第 ８ 号 令和２年度大町市一般会計補正予算(第18号) 承認

報告第 ９ 号 令和２年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第７号） 承認

報告第10号 令和２年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号） 承認

報告第11号 令和２年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 承認

報告第12号 令和２年度大町市病院事業会計補正予算(第８号) 承認

報告第13号 令和３年度大町市一般会計補正予算(第１号) 承認

報告第14号 令和３年度大町市一般会計補正予算(第２号) 承認

議案第45号 監査委員の選任について 同意

議案第46号 大町市公民館条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第49号 令和３年度大町市一般会計補正予算(第４号) 原案可決

常任委員会審査報告

議案・陳情の原案に対して「賛成は○」「反対は●」で表示
議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない
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ホ
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発

行
：

大
町

市
議

会
編

集
：

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

あ
と
が
き

　
市
長
は
今
年
２
月
、
前
期
総
務
産
業

委
員
会
が
指
摘
・
提
案
し
た「
居
谷
里

水
源
の
改
善
策
」を
受
け
て
、
ま
ず「
動

物
か
ら
水
源
を
守
る
た
め
の
柵
の
整

備
」を
約
束
し
た
。
そ
し
て
今
６
月
定

例
会
で
は
さ
ら
に「
水
源
構
造
の
解
明
」

と「
地
表
水
混
入
の
危
険
性
排
除
の
た

め
調
査
を
す
る
」と
表
明
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
財
政
の
中
で
、

議
会
提
案
を
重
視
し
た
姿
勢
を
評
価
し

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
髙
橋
） 本会議の

生中継

○開　　会　８月31日（火） 午前10時〜
○一般質問　９月 7日（火） 〜9日（木）
○最 終 日　９月22日（水） 午前10時〜  討論・採決

○傍聴をご希望の方は、議会棟２階の議会事務局に
　お寄りください。
○新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
　マスクの着用をお願いします。

インターネットと市ケーブルテレビで放送しています。
録画・再放送もご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

Vol.14

　議員が市民のみなさまの声を取材してつくるみんなのひろばです。
大町市の企業にお勤めのフレッシュな皆さんに、将来のこと、大町
のことを聞きました。

ブリヂストンリテール長野
株式会社
タイヤセンター大町

西
にし

澤
ざわ

 将
しょうま

馬さん

小谷村出身

北陽建設株式会社

矢
や

口
ぐち

 練
れん

さん

大町市出身

JA大北ときわ支所
金融共済課

松
まつ

井
い

 美
み

樹
き

さん

大町市出身

松本信用金庫
大町支店

川
かわ

瀬
せ

 あすかさん

安曇野市出身

❶将来の夢は？
❷初任給の使い道は？
❸大町のいいところは？

❶お客様にも後輩にも優しく笑顔で接することので
きる、一人前の人間になりたいです。
❷おじいちゃんとおばあちゃんが、お寿司が大好き

なので、お寿司をご馳走しました。
❸豊かな自然や北アルプスの眺めと、なんとなく落

ち着く大町の雰囲気が好きです。

❶上司にすごい人がたくさんいます。早く仕事を覚
えて、国家資格をとり、上司の方々みたいになり
たいです。
❷両親と食事に行きました。後は友達とも食事に行

きました。
❸水がおいしくて、空気が澄んでいて、自然が豊かで、

住みやすいところです。

❶人と人とのつながりを大切にした仕事をしたいです。
❷両親に食器セットをペアでプレゼントし、大変喜

ばれました。
❸水や空気がきれいで、自然がいっぱい。親切な人

が多いですね。

❶イタリアに行きたい。そのためにも仕事を頑張り、
充実した日々を送ります。
❷元アルバイト先のイタリア料理店に親を招待しま

した。
❸自然豊かでのどかなところです。

市内企業の新規就職者に聞く

次回９月定例会予定

傍聴にお越しの際は


